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J ll郡
自ら決めたタイ訓練の中で、

ミンクで避難する住民ら＝常
総市新石下の石下体育館で

生
、
青
山
泰
虎
さ
ん
（
8
）
山

で
、
家
で
6
0
匹
の
カ
ブ
ト
品

ム
シ
を
飼
う
な
ど
生
き
物
一

は
大
好
き
。
来
館
は
3
早

目
で
、
家
族
3
人
と
訪
れ
山

た
と
い
う
。
橋
本
昌
知
事
…

か
ら
記
念
品
の
テ
ィ
ラ
ノ

サ
ウ
ル
ス
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
山

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
「
び
“

っ
く
り
し
た
。
ド
ッ
キ
リ
…

じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
っ
…

た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

来
館
者
は
年
間
約
4
0
万

人
ペ
ー
ス
。
横
山
館
長
は

「
子
供
中
心
に
学
ん
で
自

然
と
触
れ
合
い
、
遊
べ
る

点
が
評
価
さ
れ
、
6
年
間

は
入
館
者
が
増
え
続
け
て

い
る
。
今
年
は
開
館
2
年

目
の
（
年
間
）
5
0
万
人
の
数

字
に
近
づ
け
そ
う
」
と
話

し
た
。
【
鈴
木
加
代
子
】

住
民
個
々
に
避
難
計
画

常
総
鬼
怒
川
洪
水
想
定
し
訓
練

鬼
怒
川
で
の
洪
水
発
生
高
総
市
で
あ
っ
た
。
住
民

時
に
、
行
政
機
関
は
ど
ん
…
は
、
自
ら
作
成
し
た
避
難

な
手
順
で
連
絡
し
、
住
民
…
計
画
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
を
二
ン
」
に
基
づ
い
て
取
ろ
う

確
認
す
る
訓
練
が
2
8
日
、
古
思
う
行
動
を
発
表
し
、

関
東
・
東
北
豪
雨
（
2
0
1
…
役
立
つ
か
を
確
か
め
た
。

5
年
）
で
被
害
を
受
け
た
“
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
自
ら
の
環
境
に
合
わ
せ
■

て
避
難
行
動
な
ど
を
時
系
‖

列
で
整
理
し
た
も
の
。
鬼
一

怒
川
な
ど
の
氾
濫
被
害
の
皿

軽
減
を
目
指
す
「
減
災
対
一

策
協
議
会
」
（
国
土
交
通
筆

関
東
地
方
整
備
局
と
流
域
…

市
町
な
ど
で
構
成
）
が
取

り
組
み
を
進
め
、
昨
年
軍

は
同
市
内
の
2
地
区
で
完
…

成
し
た
。
こ
の
訓
練
も
同
】

協
議
会
が
実
施
し
、
市
や
■

国
交
省
下
館
河
川
事
務
所

な
ど
の
行
政
担
当
者
と
、

2
地
区
の
住
民
1
4
人
の
計

約
5
0
人
が
参
加
し
た
。

訓
練
は
、
台
風
情
報
発

表
か
ら
避
難
指
示
発
令
ま

で
の
3
日
間
を
想
定
し
、

六
つ
の
場
面
で
実
施
。
行

政
機
関
は
洪
水
予
報
な
ど

に
応
じ
て
連
絡
を
取
り
合

い
、
手
順
を
確
認
し
た
。

住
民
は
場
面
ご
と
に
取
る

行
動
を
発
表
し
、
自
ら
避

難
時
期
も
判
断
し
た
。

参
加
し
た
土
河
隆
さ
ん

（
6
6
）
は
氾
濫
の
1
日
前
の

段
階
で
は
、
華
の
ガ
ソ
リ

ン
を
確
認
。
5
時
間
前
に

は
近
所
の
高
齢
者
ら
が
逃

げ
遅
れ
て
い
な
い
か
見
回

る
と
発
表
し
た
。
訓
練
後

に
は
「
安
心
し
て
避
難
で

き
る
よ
う
、
行
政
は
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
情
報
を

送
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
て
い
た
。
【
宮
田
告
出

自
臥
訝

◆
栃
木
で
ツ
ー
リ
ン
グ

の
男
性
死
亡
　
2
8
日
午
後

5
時
1
5
分
ご
ろ
、
栃
木
県

那
須
烏
山
市
志
烏
の
市
道

で
、
行
方
市
小
幡
の
根
本

智
さ
ん
（
4
8
）
の
大
型
オ
ー

ト
バ
イ
が
道
路
脇
の
電
柱

に
衝
突
。
根
本
さ
ん
は
ま

も
な
く
死
亡
し
た
。
那
須


